平成27年度　学校図書館県内研修会　専門委員会レポート
聖隷クリストファー中・高等学校　　市川　大揮
6月22日月曜日、静岡英和女学院中高等学校にて本年度の学校図書館県内研修会を行った。まず校舎内および学校図書館の見学を行う。図書は公立校をはじめ多くの学校で採用されている「School Pro」のようなものではなく、学院独自の蔵書管理システムによって管理されていた。また年間の多読者発表や、推薦図書を読んでポイントを貯めて景品交換をするなど、生徒の図書室や読書への意欲を刺激するような試みも目を引いた。
次に行われたグループディスカッションでは、各学校の図書担当者から様々な意見、疑問、悩みが次々と出された。そうした中で実感したのは、「学校図書館」の存在を学校に印象付けることの難しさと重要性である。学校の方針、経営状況、規模によって蔵書の充実度や利用生徒数、学校からの支援体制が左右されているという声も多く、それぞれに限られた環境の中でどのように図書館運営をしていくか、またその環境をいかに切り開いていくかを考えさせられた。
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午後には最後のプログラムとして、放送大学客員准教授・塩谷京子氏による講演会が行われた。「学校図書館の可能性を探る」と銘打ち行われた講演は、我々聴衆を巻き込んだ参加型のものであった。塩谷氏の軽快な語り口と次々に出される問いかけ、答えに対する臨機応変な対応など、一教員の視点から見ても学ぶ点が非常に多い。
塩谷氏は現代の生徒たちの特徴について、「物事の調べ方を知らず、調べ学習をさせても丸写しで自分の考えがない」、「好きなものしか読もうとしない」という状況を述べられた。しかしそうした生徒たちを生む原因の一つは、我々教える側である教員が現代の生徒たちが教科書で学ぶような「調べ方」などを学んでいなかったからである、という見解を述べられていた。一般に教員は「調べ方」や「まとめ方」を学ばなくてもできてしまっていた経験が多い。ゆえに、それらの教えようがない、ということである。これは、教える者が陥りがちな一つの姿を示しているとも言える。教員に限らず、「自分が自然にできたこと」を教える時、多くの人が「なぜできないのだろう」と純粋に疑問に思うことがある。実はそうした状況に陥りがちで、「調べ方・まとめ方」を知らない生徒の指導に苦慮する教員のサポートができる環境が、学校図書館にあるのではないだろうか。図書館は学校でも有数の知識・情報の集まる場所で、調べごとにはうってつけの環境である。様々な資料がある分、多様な調べ方がある。それらを我々図書担当の教職員が熟知することで調べ学習のサポートができ、それによって教育活動における図書館の重要度を高めることに繋がるのではないか。そのためには我々がまず「調べ方・まとめ方」を改めて学び、咀嚼する必要がある。
また、「表現」の指導にも話が及んだ。先述の「調べ方・まとめ方」の指導の後には、それらを自分の言葉で表現する必要が出る。その際に、塩谷先生から「論理のことば」・「感性のことば」という二つの言葉が出た。前者は評論文や説明文のような論理的文章に関する言葉で、後者は小説などの情緒的文章に関する言葉である。生徒が日頃作文や小論文で用いる言葉を見ても、論理性が求められる文章に「感性」が大きく見えてしまっている状況が多い。それだけでなく、会話の中でも感情や感覚が表に立っているような主張をする生徒も多い。やはり、そうした状況を適切に指導するには、教員が「調べ方・まとめ方」と同じく「論理と感性」の使い分けを再認識する必要があるのではないだろうか。そして、そのために役立つことができるのが、やはり「論理のことば」や「感性のことば」で書かれた多種多様な書物を抱える図書館であると言えよう。
「学校図書館の可能性」を広げていくことができるのは、まずは我々のような図書館業務に関わる教職員であり、利用の中心となる生徒である。塩谷先生は冒頭で、「環境が人に語りかける」と述べられた。我々もグループディスカッションで述べたように様々な環境の中で業務に携わっているが、その環境を嘆くのではなく「変えていく」意識を忘れてはならないと感じた。我々が「学校図書館」という環境を整えることで生徒に「語りかける」ことができれば、おのずと学校図書館の意義は高まっていくであろう。
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